
　2017年３月期は、欧州における英国のEU離脱交
渉の行方や、米国新政権の政策動向への懸念から景気
の先行きに対する不透明感が高まりましたが、世界経
済全体としては堅調に推移しました。
　ミネベア株式会社は、2017年１月27日、ミツミ電機
株式会社の株主に対し、当社株式を1:0.59の比率で
割り当て、ミツミ電機株式会社を当社の完全子会社に
することにより両社の経営統合を行い、ミネベア株式
会社の名称をミネベアミツミ株式会社に変更して新た
なスタートを切りました。
　かかる経営環境下で、収益力のさらなる向上を実現
するために、徹底したコスト削減、高付加価値製品と新
技術の開発及び拡販活動に注力してまいりました。こ
の結果、売上高は6,389億円となり、過去最高となり
ました。営業利益は490億円で減益となりましたが、
ミツミ電機株式会社との経営統合効果により、純利益
は411億円となり、過去最高益を更新しました。

　2017 年３月期の主な施策

　2017年3月期は、ボールベアリングの需要は非常に好調で
月次外販数量が1億8,000万個に達する月が出ました。こ
れに伴い月次生産数量も過去最高の2億6,400万個を記録
する月もありました。また、モーターについては車載向けの
拡販がかなり進んだことで、第2の柱の成長をけん引してお
ります。LEDバックライトについては、主要顧客向けは数量
が減少していますが、中華圏向けでシェア向上を図っており、
設備の加速償却が進むことにより、収益にも貢献しています。
　機械加工品分野では、ボールベアリング及びロッドエンドベ
アリングについて各工場の全工程をすべて見直し、一人当た
りの生産性を大幅に改善する活動をスタートしており、すで
に手応えを感じています。ハードディスク駆動装置（HDD）用
ピボットアッセンブリーは、市場が縮小する中で、世界シェアを
８割強まで引き上げることで、数量を伸ばしました。
　電子機器部品分野では、有機ELに対抗する狭額縁LCD
ディスプレイ等の開発を着 と々進めております。また、LEDバ
ックライトは従来のスマートフォン（スマホ）向けから、これから
さらなる拡大の余地がある自動車向けに大きくシフトしてい
きたいと考えております。スロバキア新工場が2018年1月か
ら稼働する予定であり、この工場は欧州向け車載用モーター
の生産拠点となる予定ですが、LEDバックライトについても
お客様からの強いご要望があり、いずれスロバキアに出てい
くことになると思います。LED照明器具SALIOTは、米国
での安全規格の取得が完了し、これから拡販して参ります。
当社東京本部ビルの近隣にSALIOTのショールームを開設
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する予定で、2017年8月のオープンに向けて準備しています。
お客様からの反応にも手応えを感じており、積極的な販売
活動を進めていきます。スマートシティについては、カンボジ
アのプノンペンで世界最高クラスのスマートシティを今期末ま
でに形成すべく、様々な国内企業様にお声掛けして、現在取
り組んでいます。ベッドセンサーは、近々発売を開始する予定
であり、先日株式会社リコー様と共同事業開発契約を締結し
ました。当社のヘルスケア事業のプラットフォームにしていき
たいと考えております。
　ミツミ事業については、新型ゲーム機が収益に貢献するこ
とに加え、スマホ向けカメラ部品のOISは需要の増加が続く
見込みで、生産性の改善も含めて、大幅な増収増益を計画し
ています。

　2017 年３月期を振り返って

　日本経済は、雇用、所得情勢の改善を背景に個人消費の
緩やかな回復がみられ、企業の生産、輸出にも持ち直しの兆
しが強まりましたが、期後半にかけ米国新政権の政策動向
への懸念から先行きに対する不透明感が強まりました。米

株主の皆様へ
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国経済は、国内外需要の回復に加え新政権が掲げる財政出
動、減税等への期待が高まる中で緩やかな景気拡大が続き
ました。欧州経済は、英国のEU離脱交渉の行方に不透明
感が漂うものの、内需を中心として欧州全体では、堅調に推
移しました。一方、アジア地域においては、中国経済は、公共
投資の下支えを背景に景気減速からの回復が期待されてお
りますが、依然景気の先行きに対する不透明感を払拭でき
ない状況下にあります。
　当社グループは、かかる経営環境下で、収益力のさらなる
向上を実現するために、徹底したコスト削減、高付加価値製
品と新技術の開発及び拡販活動に注力してまいりました。 
　なお、本年1月27日付でミツミ電機株式会社との株式交
換による経営統合を実施し、同統合日より同社を連結対象
に組み入れております。
　セグメント別の状況を示すと、次のとおりであります。 なお、
ミツミ電機株式会社の取得に伴い、当連結会計年度より、	
ミツミ事業を新たに報告セグメントとして開示しております。
　機械加工品セグメントは、当社グループの主力製品であるボ
ールベアリングのほかに、主として航空機に使用されるロッド
エンドベアリング、ハードディスク駆動装置（HDD）用ピボットア
ッセンブリー等のメカニカルパーツ及び自動車用と航空機用の
ねじであります。主力製品であるボールベアリングは、自動車
向けでの省エネや安全装置用のニーズ拡大による需要増に
より外販として過去最高の販売数量を更新しましたが、為替
の影響等により売上は減少しました。一方、ロッドエンドベア
リングは、民間航空機市場での大型機の生産減、為替の影
響等により売上は減少しました。ピボットアッセンブリーは、
HDD市場規模縮小の影響を受ける中で販売数量は増加し
ましたが、為替の影響等により売上は減少しました。
　電子機器セグメントは、電子デバイス（液晶用バックライト、セ
ンシングデバイス（計測機器）等）、HDD用スピンドルモーター、
ステッピングモーター、DCモーター、エアームーバー（ファンモー
ター）、精密モーター及び特殊機器が主な製品であります。液
晶用バックライトは、スマートフォン市場における薄型技術に優
位性を持つ当社への需要は、依然として堅調に推移しており
ます。ステッピングモーターをはじめとするモーターでは自動
車向けを中心に好調に推移しました。しかしながら、為替
の影響等により売上は減少しました。 
　ミツミ事業は、半導体デバイス、光デバイス、機構部品、高周
波部品及び電源部品が主な製品であります。カメラ用アクチ
ュエーター、スイッチ、保護IC等スマートフォン向け製品は、北
米、中国向けで堅調に推移しました。またアンテナ、通信モジ
ュール、コネクタ等の車載製品も売上を伸ばしました。
　その他のセグメントは、自社製機械が主な製品であり、増
収となりました。

　2018 年３月期の業績見通し（2017 年５月時点 ）

　2018年3月期の日本経済は、国内外の堅調な需要、企業
収益の改善等により景気は緩やかな回復基調にあります
が、グローバルでの地政学的リスクの高まりによる為替の先
行きに懸念が残ります。米国経済は、新政権の政策遂行能
力に対する懸念が高まるものの、雇用、所得環境が着実に
改善しており、底堅く推移するものと見込まれます。欧州経
済は、 今後も内需主導の堅調な経済成長が続くと見込まれ
ますが、英国のEU離脱交渉やフランス、ドイツ等の選挙後
の政治動向が大きな不透明要因となっています。中国経済
は、今後のアメリカとの通商交渉の行方に懸念はあるもの
の、インフラ投資拡大等により底堅く推移するものと予想さ
れます。 
　このような状況の中で、当社グループは、通期連結業績予
想を売上高7,500億円、営業利益560億円、 経常利益550
億円、親会社株主に帰属する当期純利益415億円と見込ん
でおります。
　機械加工品セグメントの主力製品であるボールベアリング
は、世界的な需要の増加に合わせて、引き続き自動車業界、
情報通信機器関連業界等への積極的な拡販を進めるとと
もに、生産性の大幅な改善をはかり、業績のさらなる向上を
はかります。また、ロッドエンドベアリングについても、生産方
式を根本から見直すことで、生産効率の向上をはかり、さら
に成長が見込まれる中小型機の航空機市場で拡販をはかり
ます。 
　電子機器セグメントの液晶用バックライトは、ハイエンドスマ
ートフォン向けの超薄型導光板等の高付加価値製品の供給
を継続しつつ、今後拡大が見込まれる自動車向け製品の売
上も伸ばします。ステッピングモーターをはじめとするモータ
ーでは、さらなる品質の向上と原価低減をはかり、自動車、
サーバー向け等の高付加価値製品の拡販を進め、さらなる
業績の向上をはかります。
　ミツミ事業のカメラ用アクチュエーター、スイッチ等のスマート
フォン関連製品では、高機能化が進む中で品質の維持向上、
生産性の向上をはかり、さらなる拡販を進めます。アンテナ、
通信モジュール、コネクタ等の車載製品では、品揃えを増やす
とともにグローバルな生産供給体制を整え、業績の向上をは
かります。加えて販売の拡大、資材、物流費の低減、新製品
開発等の当社グループ全体の規模を生かしたシナジーを大き
く創出し、競争力を強化します。
　その他のセグメントでは、自社製機械の部品精度の向上に
注力することで、完成品部門での生産効率の改善とさらなる
品質の向上を目指します。
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利用しながら、どういうところで競争力を発揮できるかと考
えたとき、このような姿になるとおもいます。ただし、これら
すべての投資が潤沢な利益を出すのは、今日、明日の話では
なく、比較的長丁場になるでしょう。

　情熱は力、情熱はスピード、情熱は未来

　当社グループは、ニッチ市場で高い技術力と大量生産によ
る製品供給力を発揮することで、高いシェアをもつ製品を増
やす戦略によって創業100周年に向けた基礎固めを着実に
進めてまいりました。
　2017年3月期は過去最高の売上高を達成いたしましたが、
今期はそれを超える7,500億円、来期はLEDバックライトの
落ち込みを想定し、7,200億円の売上高を見込んでおりま
す。今後はミツミ事業の大幅な黒字化が全体の利益に大き
く貢献する予定であり、3年目には売上高8,000億円、営業
利益800億円を目標としております。
　当社の製品は主力の小径／ミニチュアボールベアリングをは
じめとして、HDDピボットアッセンブリー、航空機用ロッドエン
ドベアリング、高級薄型スマートフォン用LEDバックライトなど
の製品で高い市場シェアを実現しています。これらの製品に
加えて、新しい製品を数多く市場投入することで、100周年を
迎える未来の世界に、｢なくてはならない総合精密部品メー
カー｣となることを目指し、従業員一同たゆまぬ情熱をもって
邁進していく所存です。

　株主の皆様には、ミネベアミツミグループに対し引き続き	
ご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

2017年7月 代表取締役 会長兼社長執行役員
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　新中期事業計画と｢ミネベアミツミ７本槍 ｣戦略

　2017年3月期は過去最高の売上高6,389億円を達成致し
ました。当社は売上高1兆円または営業利益1,000億円の
どちらかを2021年3月期までに達成するという中長期の目
標を以前発表致しました。この大きな目標を達成するため
に、高付加価値製品の開発を含めた従来製品の一層の収益
向上と、機械加工製品技術と電子機器製品技術が融合され
た複合製品事業も含めた事業ポートフォリオの再構築を検討
し、製造、 営業、技術及び開発の、領域を越えた総合力の発
揮により、｢顧客要求対応力｣と｢価格対応力｣の強化に努
めます。さらに、地域的なリスク検討を行いながら、大規模
な海外量産工場の展開と研究開発体制を整備するととも
に、 M&A・アライアンスを通じて、事業ポートフォリオの再構
築及び企業価値の拡大を積極的に進めてまいります。これ
らを具体的に推し進め、業績の一層の改善をはかるため、下
記に示す新中期事業計画を策定し、その執行に取り組んで
まいります。

　また、このたび｢ミネベアミツミ七本槍｣というものを、全従
業員に示しました。これは、我々の様々なポートフォリオの中
で今後何にフォーカスして中・長期的に事業の成長を狙って
いくのかということを考えて、以下の3つの基準に該当する
製品に注目したものです。1番目は市場規模が大きいこと、
2番目はその大きな市場にあって、その中のニッチ分野で
我々の超精密加工技術などのコアコンピタンスを利用して存
在感が出せること、そして3番目に当該製品に永続性があり
簡単になくならないことです。例えばベアリングは産業のコ
メと言われますが、とにかく市場が大きくて、技術の進歩の
中でも簡単にはなくなりません。また、ベアリングの全体市
場の中で我々は、外径22ミリ以内で勝負しています。それ
に類することを、これからセンサー、コネクタ／スイッチ、電源、
無線、アナログ半導体でもやっていくべきだろうと考えており
ます。これから我々の持っている様々な技術や経営資源を

新中期事業計画　数値目標

2020年度に向けた通過点としての新中期事業計画を策定
新中期事業計画業績目標

ミネベアミツミ七本槍

（億円） （億円）

2017年
3月期

2018年
3月期
（計画）

2019年
3月期
（計画）

2020年
3月期
（計画）

2021年
3月期
（目標）

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0

1,000

800

600

400

200

0

6,389

7,500
7,200

8,000

490
560

630

800
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